
会期：２００５年１月２２日（土）

会場：東京慈恵会医科１号館講堂

会長：海老澤 元宏（国立病院機構相模原病院臨床研究センター）

☆☆一般演題の募集は締め切りました☆☆

参加される皆様へ

○参加費：会員 無料 非会員 2,000円（抄録代含）です。

当日受付にて受付または参加費をお支払いの上、ネームカード（参加
証・領収書兼用）を受け取り、氏名・所属をご記入後着用願います。

○受付：8：30から受付・入場できます。

○抄録集：研究会員の方には予め抄録集をお送りする予定です。当日必要な方には
1,000円で販売する予定です。

○懇親会：研究会終了後19：00より東京慈恵会医科大学高木２号館地下１階レスト
ランリーベにて懇親会を開催いたします。参加費は2,000円です。

プログラム

8：30～ 受付

9：10～9：15 開会の辞

9：15～12：30 厚生労働科学研究班による「食物アレルギー診療の手引」作成に向けて

公開討論会

総合司会：海老澤元宏 国立病院機構相模原病院臨床研究センター

アレルギー性疾患研究部長

（Part I）座長：宇理須厚雄 藤田保健衛生大学 坂文種報徳會病院小児科教授

１．食物アレルギー総論（定義・分類・問題点）

２．食物アレルギーのわが国の実態・疫学

３．食物アレルギーの診断について

（Part II）座長：伊藤節子 同志社女子大学生活科学部食物栄養科学科教授

４．食物アレルギーの治療・予防について

５．アナフィラキシーへの対応

（Part III）座長：柴田瑠美子 国立病院機構福岡病院小児科医長

６．食物アレルギーと栄養について（含 代替食）

７．食物アレルギーの社会的対応（表示・指示書・給食）

まとめ

12：30～13：45 昼食・休憩



13：45～15：45 一般演題

（一般演題 No.1～4）座長：近藤直実 岐阜大学大学院医学研究科小児病態学教授

１．「乳が含まれる場合がある加工食品」中の乳の検出検査結果

戸谷和男（埼玉県衛生研究所）

２．モノクローナル抗体を用いた卵使用量の評価

成田宏史（京都女子大学家政学部食物栄養学科）

３．牛乳蛋白特異的リンパ球増殖反応検査用の人工合成培地の開発

木村光明（静岡県立こども病院 感染免疫アレルギー科）

４．下痢を伴い著しい低蛋白血症を来した重症アトピー性皮膚炎 (AD) に

関する検討

小倉由紀子（国立病院機構高知病院小児科）

（一般演題 No.5～8）座長：河野陽一 千葉大学大学院医学研究院小児病態学教授

５．入院加療した乳児の食物アレルギー合併アトピー性皮膚炎に関する検討

井口正道（東京慈恵会医科大学小児科）

６．入院加療を要した食物アレルギー合併重症アトピー性皮膚炎乳児の

予後について

井口正道（東京慈恵会医科大学小児科）

７．低年齢児に対する食物負荷試験について

池田有希子（国立病院機構相模原病院臨床研究センター）

８．牛乳・小麦・大豆特異的IgE抗体価の食物アレルギー診断における有用性

小俣貴嗣（国立病院機構相模原病院小児科）

（一般演題 No.9～12）座長：眞弓光文 福井大学医学部小児科学教室教授

９．横浜市内幼稚園児における食物アレルギーの実態調査第２報

伊藤玲子（横浜市立大学医学部附属市民総合医療センター小児科）

10．保育施設における食物アレルギー児に対する食物除去指示書作成の試み

足立陽子（富山医科薬科大学小児科）

11．名古屋市「食物アレルギーに関する申出書」についての検討

寺田明彦（大同病院 小児アレルギー科）

12．相談活動の現場から～患者がつまずきやすい問題点

園部まり子（アレルギーを考える母の会）

16：05～18：20 厚生労働科学研究 公開研究報告会

「食物等によるアナフィラキシー反応の原因物質（アレルゲン）の確定、

予防・予知法の確立に関する研究」

司会（研究班長）：海老澤元宏

国立病院機構相模原病院臨床研究センターアレルギー性疾患研究部長

１．食物アレルゲンの免疫応答及び非即時型反応に関する研究

近藤直実 岐阜大学大学院医学研究科 小児病態学教授

２．食物アレルゲンの抗原解析およびその低減化に関する研究

穐山 浩 国立医薬品食品衛生研究所 食品部室長

３．食物アレルギー実験モデルにおける予防・寛解誘導に関する研究

眞弓光文 福井大学医学部 小児科教授

４．食物等によるアナフィラキシーの予防・寛解誘導に関する研究

宇理須厚雄 藤田保健衛生大学 坂文種報徳會病院 小児科教授



16：05～18：20 厚生労働科学研究 公開研究報告会

（続き）

５．食物依存性運動誘発性アナフィラキシーに関する研究

相原雄幸 横浜市立大学附属市民総合医療センター小児科部長

６．食物アレルゲンの抗原解析・交叉反応性に関する研究

赤澤 晃 国立成育医療センター総合診療部小児期診療科医長

７．食物等によるアナフィラキシーの原因物質・予後に関する研究

柴田瑠美子 国立病院機構福岡病院 小児科医長

８．食物等によるアナフィラキシーによる死亡例に関する研究

玉置淳子 近畿大学医学部 公衆衛生学教室 講師

９．食物などによるアナフィラキシーの原因物質（アレルゲン）の確定、

予防・予知法の確立に関する研究

海老澤元宏 国立病院機構相模原病院臨床研究センター

アレルギー性疾患研究部長

18：20～18：30 閉会の辞

19：00～20：30 懇親会 於：レストランリーベ（東京慈恵会医科大学高木２号館地下１階）

参加費：2,000円

以上

第５回食物アレルギー研究会事務局
国立病院機構相模原病院臨床研究センターアレルギー性疾患研究部

〒228-8522 神奈川県相模原市桜台18-1 TEL：042-742-8311  FAX：042-742-5314

E-mail： foodallergy@ sagamihara-hosp.gr.jp担当：今井 孝成，杉崎 千鶴子


